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講座仕様

科目

教材

公法系・民事系・刑事系

・講師作成オリジナルレジュメ
・講師作成再現答案
・記憶定着ツール作成マニュアル

講師 平成 23 年 新司法試験合格者
平野　裕二 講師
Profile

千葉大学法科大学院（未修コース）修了。未修 2 年目
（平成 21 年）で、カウント覚悟で旧司法試験を受験す
るも不合格。法科大学院修了年にあたる平成 23 年新司
法試験にて、見事、新司受験 1 回目で合格。旧司不合格
後、「どの科目でどんな問題が出ても合格ライン以上の
答案を書く」ことを第一に考え、「問いに正面から答える」
ことを強く意識するようになる。新司過去問と出題趣旨
を分析して対策した結果、全科目で合格ライン以上の答
案を揃えて合格（短答 279 点、論文公法系 102 点＝
1200 番台、論文民事系 153 点＝ 1200 番台、論文刑
事系 111 点＝ 800 番台、倒産法 57 点＝ 100 番台、
論文総合 655 位、総合評価 576 位。）。

回数 全 3 回・9 時間

未修者だからこそ活かせる技を身に付けよ
合格る未修者答案とは、未修者にとって最適な、未修者だからこそすぐに身に付く合格答案
のスタイルです。それは端的に言えば、素直に問いに答えるシンプルな答案です。
新司法試験で求められるのは、自分が覚えてきた知識を披露する答案ではなく、出題意図に
誠実に答える姿勢です。たとえ知識的に足りない点が多々あっても、問いを理解し、問いに答
える姿勢が示し、自分なりに考えて結論を導いていれば、合格点がつきます。この答案スタイ
ルは、知識があるが故に「ああ、あの論点を書くのね」と判断しがちな既修者に比べ、知識が
不足しがちだからこそ素直に考えられる（そうせざるを得ない）未修者だからこそ身に付きや
すいのです。未修者は、いたずらに知識を増やしたり論証例を用意するよりも、答えるべき「問
い」を間違いなく発見するノウハウこそ集中して磨くべきですし、問いに素直に答える書き方
を身に付けるべきです。

未修者のための最適な知識の押さえ方
知識に頼るやり方は、用意した知識が本試験で出れば書けますが、出なければ書けません。そ
んな綱渡りな戦い方はやめ、どんな問題が出てでも素直に問いに答える書き方を身に付けて勝
負する方法を身に付けませんか。もちろん、絶対に外せない最低限押さえるべき知識は必要です。
その最低限が何か、そしてその効率的な教え方についても、未修者に最適なやり方を伝授した
いと思います。

東京本校 10/31（月）

通信部 発売開始 11/11（金）

LIVE

辰已各本校  11/5（土）〜 VB

平成23年
新司法試験

本試験の現場で求められているのは、「問いに答える」こと、それだけです。「問い」すなわち「何
が問われているのか」をしっかり認識すれば、正しく「答える」ことができます。そして、過去問及
び出題趣旨の分析から、本試験で「問われていること」は大体決まっています。逆に言えば、「答え
るべきこと」が決まっています。ならば、それを明確に意識して本番に臨みませんか。

例えば、憲法では、「憲法上の主張内容を書きなさい。」、「憲法上の主張に関するあなた自身の見解を、
反論を想定しつつ、述べなさい」という設問が一般的です。シンプルな設問ですが、いかなる枠組み
で論ずるか、いかなる事項について論ずるか、いかなる視点で論ずるか等々、実は、真に「問われて
いること」は毎年一貫しています。要はそれを認識して、意図的に書く枠組み、事項、視点等を決め
てしまえばよいのです。そうすれば、常に、出題者の意図からズレない合格ライン以上の答案が書け
るようになります。

その方法論と実践を、平成 23 年の本試験問題を用いて示したいと思います。
「民訴があんな問題でなければ合格だったのに…」、「刑訴であれさえ書けてたら…」。問題によって

合否が分かれるような、そんな綱渡り的なことは終わりにしませんか。本講義を聴いて、たとえどん
な問題が出ても合格ライン以上の答案を書けるようになっていただきたいと思います。

●スケジュール ●受講料（税込）

●講師メッセージ

 ■本試験の現場で求められているのは、「問いに答える」ことのみ。

未修合格者による未修者のための

合格る未修者答案

東京本校 辰已各本校 通信部

LIVE VBﾌﾞｰｽ 発送日

時間割 利用開始 利用終了 以降随時

10/31(月) 10:00-13:10 11/5(土) 12/5(月) 11/11(金)

14:00-17:10

11/1(火) 10:00-13:10

※辰已各本校…東京・横浜・大阪･京都・名古屋・福岡本校

通学部 通信部

講座ｺｰﾄﾞ 辰已価格 代理店価格 DVDｺｰﾄﾞ MDｺｰﾄﾞ ｶｾｯﾄｺｰﾄﾞ 辰已価格 代理店価格

11NA4＊ ¥16,000 ¥15,200 R-298R R-298M R-298 ¥17,600 ¥16,720

※注１ 通学部は、受講会場（東京校・大阪校など）を申込段階でお選びいただきます。

※注２ 通信部は、媒体の別（ＤＶＤ又はカセットテープ又はＭＤ）をお選びいただきます。

　　　 ＭＤはＭＤＬＰ対応機種のみ、ＤＶＤはＤＶＤ Ｒ対応機種でのみご利用いただけます。ご自身のプレーヤーをご確認のうえお申し込み下さい。

※注３ 注１での選択を、上記受講料表中の「講座コード」の「＊」の箇所に下記表の会場コードによって記入して下さい。

　　　 例）東京校でLIVE又はVideoBoothで受講の場合→「講座コード11●●●＊」の「＊」に「H」を当てはめ→「11●●●H」

講座コードの「＊」に当てはめる、通学部の会場選択・通信部の媒体選択の記号の一覧表

通学 名古屋校はＮ

通学 福岡校はＦ 通学 宇都宮校はＵ 通学 岡山校はＬ 通学 高松校はＡ 通学 鹿児島校はＺ

通学 東京校はＨ 通学 横浜校はＹ 通学 大阪校はＫ 通学 京都校はＭ


